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会社紹介

会社概要

会社名

住所

設⽴

代表

⽇本BCP株式会社

東京都千代⽥区神⽥東松下町48番地

⼤阪府堺市中区深井東町3099番地

2017年9⽉1⽇

代表取締役社⻑ ⾓⾕ 育則

資本⾦

従業員数

事業所数

1億4,700万円（2022年10⽉末現在）

200名

全国9か所（2022年1⽉現在）

主な事業内容

1.災害に対応するための⽯油燃料の備蓄及び⾮常⽤⾞両の⼿配

2.⾮常⽤発電機の導⼊施⼯、点検メンテナンス

3.ガソリン、灯油、軽油、重油その他⽯油製品の輸⼊・販売

4.防災・BCP対策⽤品の販売

経営理念

総合防災・減災企業として命をつなぐサービスを増進する
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主なサービス

緊急時燃料備蓄配送サービス

お客さまの⾮常⽤発電機⽤燃料を弊社が専属貯蔵し、有事の際に専属配送することで、

⻑期停電発⽣時の備蓄燃料の枯渇に備えます。

弊社タンクにて御社⽤燃料を
備蓄保管

緊急時に備えて御社⽤に

タンクローリーとドライバー
を専属確保

平時

契約に従い、御社指定場所へ
お預かりしていた燃料を配送

災害発⽣
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会社設⽴の経緯

東⽇本⼤震災を契機に

「東⽇本⼤震災」発⽣後、内閣府からの要請により、当社の親会社にあたるシューワ株式会社で灯油巡回

販売中のタンクローリー9台を派遣しました。

約3ヶ⽉間の復旧活動を経て企業の事業継続を⽀援する⽬的で、シューワ株式会社に「BCP事業部」を発⾜。

2017年9⽉1⽇に「防災の⽇」に合わせて⽇本BCP株式会社を設⽴しました。
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災害時における活動実績

2011年3⽉ 東⽇本⼤震災

内閣府からの要請を受け、岩⼿県の品所に暖房⽤の灯油を供給し、被災者の皆様に

⼤変喜ばれました。また、⽡礫の撤去作業をおこなう建設⽤重機の燃料として軽油を

補給するなど、復興⽀援に従事いたしました。

2016年4⽉ 熊本地震

ご契約先様からの要請による燃料供給をおこなう⼀⽅、資源エネルギー庁からの要請を

受け、福岡・熊本の備蓄拠点にタンクローリー14台（⼤型・⼩型）を動員し、24時間体

制で燃料供給を実施いたしました。

2019年9⽉ 台⾵15号/ 19号（房総半島台⾵）

関東地⽅に暴⾵⾬による被害をもたらした台⾵15号、19号。特に千葉県房総半島に⼤きな被害を

もたらしました。通信キャリア3社、放送局様からの出動要請を受け、現地の信号機が全く作動

しない中、現地に燃料を供給いたしました。

2021年7⽉ 伊⾖⼭⼟砂災害

熱海市伊⾖⼭での⼟砂災害に関連し、契約先様からの要請を受け、約1週間の間、移動

基地局⾞に対する燃料供給を実施いたしました。

2022年1⽉ ⾸都圏での⼤雪

東京都⼼で4年ぶりの⼤雪。⾼速道路上で⾞が⽴ち往⽣。契約先からの要請により、⾼

速道路上で⽴ち往⽣した⾞へのガソリンを供給し、通⾏⽌めの解消に貢献しました。
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2024年１⽉能登半島地震対応 6



BCPとは
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ＢＣＰとは

usiness ontinuity lan

事業（業務） 継続 計画
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ＢＣＰがないと

【BCPがないとき】

【BCPがあるとき】

ＢＣＰ未策定
ＢＣＰ対策
未実施

ＢＣＰ策定済 ＢＣＰ対策
実施済

災害発⽣!

被害進⾏ 対策組織編制
早期復旧

ＢＣＰ未策定
判断・対応の遅れ

被害拡⼤

業務復元・再開

断⽚的な復旧
再開遅延

業務停⽌

停⽌業務

平常業務

平常業務 平常業務
継続業務
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病院ＢＣＰ策定率

災害発⽣!⼤阪府下病院のＢＣＰ策定率

2022年度 2026年度 2029年度

全体 45.5％
〔救急 55.1％〕

全体 80.0％以上
〔救急 100％〕

全体 90.0％
〔救急 100.0％〕

令和４年度 ⼤阪府医療対策課調べ
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BCP策定検討⽅法
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検討メンバー

①防災委員会とメンバーを兼任するパターン

防災委員会

診療科 看護部 薬剤科

検査科 放射線科

栄養科 リハビリ科

相談室

施設課 医事課

総務課

②ＢＣＰ策定委員会を独⾃に構成するパターン

ＢＣＰ策定委員会

看護部

栄養科 ⽀援部

施設課

システム課

総務課

BCP：P5
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ＢＣＰの構成

PHASE

1
総論

・各病院様の医療体制や診療科⽬に合わせて⽅針等を決定する。
・BCP策定を推進するグループに名前をつける

PHASE

2
リスク分析

・⾃治体発⾏のハザードマップ等を確認し、災害リスクを分析する。

PHASE

3
現状確認

・施設設備の現状を確認する。
・備蓄状況を確認する。
・設備停⽌時の対策を決定する。

PHASE

4
災害時の体制構築

・災害時の組織体制を構築する。
・職員の参集⽅法の決定及び参集⼈数のシミュレーションを⾏う。

PHASE

5
優先業務選定

・何を継続し、何を停⽌するかを決定する。
・継続業務を誰がいつ⾏うかを決定する。

PHASE

6
⾏動計画

・各班の⾏動計画を決定する。

7
受援計画

・DM ATの受け⼊れについて決定する
・⾃治体、関連機関との連携を構築する。

PHASE
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PHASE１ 総論
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PHASE１ 総論

・P4 事業継続に関する基本方針

病院の医療体制・診療科⽬に合わせて変更してください。
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PHASE２ リスク分析
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PHASE２ リスク分析

ハザードマップによる⽴地リスク確認

⾃治体発⾏ハザードマップ 重ねるハザードマップ

https:/ / disaportal.gsi.go.jp/ maps/
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PHASE２ リスク分析

参考サイト・資料

南海トラフ巨⼤地震（平成25年10⽉算出）被害想定 【⼤阪府ホームページ】

https:/ / www.pref.osaka.lg.jp/ o020080/ kikikanri/ keikaku_higaisoutei/ kaikougata.html

洪⽔浸⽔想定区域図【⼤阪府ホームページ】

https:/ / www.pref.osaka.lg.jp/ o130100/ kasenseibi/ keikaku/ kozuishinso.html

堺市地震災害想定総合調査【堺市ホームページ】

https:/ / www.city.sakai.lg.jp/ kurashi/ bosai/ kangaeru/ shishin/ soteichosa/ index.html

その他、「各市町村 地震 想定」「各市町村 浸⽔ 想定」で検索

地震

浸⽔
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PHASE３ 現状確認
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PHASE３ 現状確認

２.電⼒

３.⽔道

４.ガス

１.建物

８.通信

７.昇降機

５.トイレ

６.空調

９.情報システム

１０.飲料⽔・⾷糧

１１.医療機器

１２.医薬品・医療ガス
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PHASE３ 現状確認

⾮常⽤発電機スペック確認
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BCP：P12〜13



PHASE３ 現状確認

単線結線図

発電機始動時に⾃動的に何が動くかは単線結線図で確認できます。

図⾯確認⽅法

①竣⼯図で確認

②電気設備保守会社に確認
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PHASE３ 現状確認

受⽔槽・⾼置⽔槽

ポンプが停⽌した場合、どうやって⽔を
取り出すか考える必要があります。

1ﾄﾝ＝1㎥＝1000L
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PHASE３ 現状確認

必要な医療⽤⽔量

出展

透析治療を実施していない医療機関：20L/床/⽇

透析治療を実施している医療機関 ：150L/透析治療患者数/⽇
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ワーク①

計算問題

■発電機

・燃料タンク：60L 1時間に20L消費

①何時間で停⽌？ ②3⽇間稼働させるには燃料は何L必要？

■受⽔槽

受⽔槽：30㎥

⼀般⼊院患者：150名
透析患者：50名

①⽔は約何⽇持つ？（職員等の使⽤は考えない）
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PHASE３ 現状確認

トイレ

仮設トイレ マンホールトイレトイレ⽤ビニール

1週間、回収がないことを想定して汚物保管場所も考える必要があります。
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PHASE３ 現状確認

空調

■冷房 ■暖房

スポットクーラー サーキュレーター ⽯油ヒーター オイルヒーター

これらに給電する蓄電池

ソーラーパネル
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PHASE３ 現状確認

通信

■院内通信

■院外通信

固定電話・携帯電話・PHSが使えないとき

インカム ハンディメガホン院内放送 ホワイトボードシート

災害⽤無線機 衛星電話 スターリンク
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PHASE３ 現状確認

備蓄⾷・備蓄⽔

飲料⽔：３Ｌ/⽇×３⽇分＝ひとり９L

備蓄⾷：⽇持ちのするものを余分に在庫を持つ

「ローリングストック」⽅式が望ましい
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PHASE３ 現状確認
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BCP：P18



PHASE４ 災害時の体制構築
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PHASE４ 災害時の体制構築

災害対策組織を構築するか、平時の組織で対応するかは
各病院様で決定してください。
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BCP：P23〜25



PHASE４ 災害時の体制構築

職員の安否確認⽅法
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PHASE４ 災害時の体制構築

導⼊した安否確認システムのテストを通じてシミュレーションしてみてください。
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PHASE５ 優先業務選定
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PHASE５ 優先業務選定

何を優先して、何を⼀時停⽌するかを決定してください。
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PHASE５ 優先業務選定

各病院様の診療状況に合わせて増減してください。
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PHASE６ ⾏動計画
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PHASE６⾏動計画
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PHASE７ 受援計画
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PHASE７ 受援計画

EMIS（広域災害救急医療情報システム）への⼊⼒
例：施設用水に関する施設情報 ≪例：非常用発電機に関する施設情報≫

被害状況を即座に⼊⼒する仕組みを構築
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PHASE７ 受援計画

DMAT受⼊れ・派遣

派遣する側・受け⼊れる側双⽅の計画が必要です。

BCP：P53
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PHASE７ 受援計画

⼤阪府の災害拠点病院
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PHASE８ BCM
事業継続マネジメント
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継続的な改善

災害時に使えるBCPにするために
BCP策定

教育・訓練

訓練結果評価

BCP改定

年1回の訓練・BCP⾒直しが必要です。46
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机上訓練

事前にシナリオを決定し、会議室などで災害対策メンバーを集め、
机上で想定される状況を話し合いながら対策を考える訓練です。
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BCP：P56



付表・マニュアル
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付表・マニュアル

■付表

■マニュアル

BCPの活動に必要な各種帳票類

各種業務を遂⾏するための⼿順書

・備蓄⾷リスト ・⾮常⽤薬品リスト ・緊急連絡先リスト ・安否確認リスト

・負傷者確認リスト ・被害状況確認書

他

・安否確認システム運⽤マニュアル

・EM IS運⽤マニュアル

・トリアージ運営マニュアル

他
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ワーク

■防災・BCP対策で使⽤する帳票を書き出してください

■防災・BCP対策で使⽤するマニュアルを書き出してください
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防災・BCPに関わるあらゆる課題解決に向けてご提案させていただきます。
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